
現代人の“浄化意識”をデータで分析 ※2025年10月1日～10月14日に
インターネットで実施した調査（回答者数：126名）

「毎日」や「週に数回」と回答した人が
全体の74.6％を占め、ほとんどの人が
定期的かつ高頻度で「浄化したい」と
感じていることが分かる

毎日のように

42.1%

週に数回

32.5%

月に数回 14.3%

特別な時だけ 9.5%

ほとんどない 1.6%

Q．浄化したいと感じる頻度

84

74

70

63

63

62

39

27

23

17

気分が晴れないとき

人間関係でストレスが溜まったとき

気分を変えたいとき

仕事や勉強で疲れたとき

すっきりしたいとき

失敗や嫌なことがあったとき

体調がすぐれないとき

新しいことを始める前

大事な行事・旅行・試験の前

季節の変わり目に

Q．どんなときに“浄化したい”と感じますか

79

77

55

50

49

34

32

32

19

11

お香を焚く

掃除・片付け

神社・お寺を参拝する

音楽・アート・映画に触れる

美味しいものを食べる

お仏壇に手を合わせる

塩や浄化グッズを使う

推し活をする（ライブ・グッズなど）

泣く

サウナ・ヨガをする

Q．浄化のためにしていること

気分が晴れないときや人間関係のストレスなど、精神的負担を感じる場面で浄化を求める傾向が強い。
浄化は心のリセット手段として機能し、節目や転換期にも活用されている。

お香や掃除など身近な行為で浄化を感じる人が多く、日常の中で心を整える実践的な浄化が定着している。
また、推し活やアートも現代的な心の浄化として注目される。

n=126

ほとんどない

50.0%たまにある

38.1%

よくある

11.9%

Q．日常会話やSNSで「浄化」「浄め」という言葉を使う頻度

n=126

「たまにある」「よくある」と答えた層が
半数を占め、“浄化”が一部で日常語化し、
SNSなどで心を整えるセルフケアワード
として浸透し始めている。

調査結果から、“浄化”は多くの人にとって日常的な行為であり、気分の乱れやストレスを整えるための
手段として定着している。お香や掃除など身近な行動が中心で、心身のリセットを目的とした生活習慣と
して広がっている。SNS上でも共感を得る言葉として使われており、“浄化”は宗教的というより、
気持ちを切り替える前向きな行為ととらえる事ができる。

※複数回答

※複数回答

※単一回答

※単一回答
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